
69

第2章
情報の入力と検索

2.1 情報を入力する............................................................... 70
2.2 入力パネルを使う........................................................... 71
2.3 10キー入力を使って文字を入力する.......................... 72
2.4 ローマ字/かな方式で入力する..................................... 74
2.5 ひらがな/カタカナ方式で入力する............................. 75
2.6 手書きで文字を入力する ............................................... 76
2.7 手書きで文字を検索する ............................................... 77
2.8 記号/絵文字/顔文字を入力する.................................. 78
2.9 メモを使って描画、手書き、ボイスメモの録音を行う ... 81
2.10 入力に関するオプション ............................................ 81
2.11 情報を検索する............................................................ 83



70

情
報
の
入
力
と
検
索

2

2.1 情報を入力する
プログラムを起動したり、文字や数字を入力する欄を選択すると、メニューバー
の入力パネルアイコンが有効になります。
入力セレクタ矢印 (入力パネルアイコンの隣) をタップし、メニューを開きます。
このメニューで文字の入力方式を選択したり、入力オプションをカスタマイズで
きます。文字の入力方式を選択すると、文字を入力するための入力パネルが表示
されます。入力パネルの表示／非表示を切り替えるには、入力パネルアイコンを
タップしてください。

入力パネルアイコン
入力セレクタ

入力パネル（キーパッド）

入力方式 機能
10キー入力
（キーパッド）

入力したい文字が表示されるまでキー
パッドをタップして入力します。

ローマ字/かな
（キーボード）

ローマ字/かな方式で入力します。

ひらがな/カタカナ
（キーボード）

ひらがな/カタカナ方式で入力します。

手書き入力 手書き入力方式で入力します。

手書き検索 手書き検索画面を使って入力します。
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2.2 入力パネルを使う
文字入力時には画面上のキーパッドやキーボードを使用します。画面に表示され
たキーパッドやキーボードのキーをタップすると、文字が入力されます。

入力パネルによる文字入力
1. 任意のプログラムを開き、入力セレクタ矢印をタップし、10キー入力、

ひらがな/カタカナ、ローマ字/かなのいずれかをタップします。

2. 画面上に表示された入力パネルのキーをタップして文字を入力します。
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2.3 10キー入力を使って文字を入力する
10キー（キーパッド）を表示して入力します。

入力モードを切り替える
入力する文字の種類（ひらがな、全角カタカナ、半角英字、半角数字）を切り替
えるには をタップします。

● をタップしたままにすると入力モードアイコン一覧が表示され、半角カタ
カナや全角英数字、記号/絵文字/顔文字の入力モードに切り替えることもでき
ます。

例：「携帯」と入力する場合

1. 入力パネルが表示されている状態で [ ▲ ] （入力セレクタ矢印） > [10
キー入力] をタップします。

2. ひらがな入力モードにします。
3. キーパッドで「けいたい」と入力します。

4. [ 変換 ]をタップします。
変換候補が表示されます。

（4回） （2回） （1回） （2回）

け い た い
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5. [ 携帯 ]をタップします。
変換候補を選ぶ操作はナビゲーションコントロールでも行えます（上下左右ボタ
ンで候補選択、Enterボタンで確定）。

ヒント
･ 文字を間違えて入力した場合は、削除したい文字の後ろにカーソルを移動して

をタップし、文字を再入力します。
･ 全角／半角数字入力モード以外では、文字が未確定のときに をタップすると、
キーパッドに割り当てられている文字を逆の順番に表示させることができます。
･ 続けて同じキーに割り当てられた文字を入力する場合は を1秒以上タップし
て、ブルッという合図（バイブ）の後で次の文字を入力します。
･ ひらがな入力モード時、キーパッドで文字を入力後に[ 英数カナ ]をタップする
と、入力モードを切り替えずにカタカナやそのキーに割り当てられている英数字
に変換できます。
･ 英字入力モード時に文字キーを1秒以上タップすると、そのキーに割り当てられ
ている数字を入力できます。
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2.4 ローマ字/かな方式で入力する
ローマ字/かなキーボードを表示して入力します。

1. 入力パネルが表示されている状態で [ ▲ ] （入力セレクタ矢印） > [ロー
マ字/かな] をタップします。

2. 入力パネルでタップした文字が入力されます。
･ [かな]： ひらがなの入力
･ [カナ]： カタカナの入力
･ [英数]： アルファベットの入力
･ [半角]： 半角文字の入力
･ [記号]： 記号の入力
･ [顔/絵]：顔文字/絵文字の入力

漢字に変換する場合は、[変換]をタップします。
英数カナ文字に変換する場合は、[英数カナ]をタップします。
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2.5 ひらがな/カタカナ方式で入力する
ひらがな/カタカナキーボードを表示して入力します。

1. 入力パネルが表示されている状態で [ ▲ ] （入力セレクタ矢印） > [ひ
らがな/カタカナ] をタップします。

2. 入力パネルでタップした文字が入力されます。
･ [かな]： ひらがなの入力
･ [カナ]： カタカナの入力
･ [小字]： 拗音の入力
･ [半角]： 半角文字の入力
･ [記号]： 記号の入力
･ [顔/絵]：顔文字/絵文字の入力

漢字に変換する場合は、[変換]をタップします。
英数カナ文字に変換する場合は、[英数カナ]をタップします。
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2.6 手書きで文字を入力する
手書きによって、漢字、ひらがな、カタカナ、アルファベット、数字、記号を入
力するパネルです。漢字の入力には、かな漢字変換を行うか、漢字を直接手書き
して入力することができます。

1. 入力パネルが表示されている状態で [ ▲ ] （入力セレクタ矢印） > 
[手書き入力] をタップします。

2. ３つの入力ボックスに、スタイラスペンを使って文字を書き込みます。
書き込んだ文字が活字になって表示されます。
･ [全て]： 漢字、ひらがな、カタカナ、アルファベット、数字、記号など、すべ

ての文字の候補を表示
･ [英]：     アルファベットのみの候補を表示
･ [数]：     数字のみの候補を表示

ヒント
･ 文字の書き込みは続けずに一画ずつはっきりと書き込んでください。
･ 漢字はなるべく正しい書順で書き込んだ方が候補に現れやすくなります。
･ 3つの入力エリアに順番に書き込んでいくと、一番左側の候補が自動的に文中に
入力されます。

ヘルプウィンドウを表示します。

記号入力用パネルを表示します。

テキストボックスの中、または
カーソルの前にある文字を消去
します。

確定前の文字を取り消します。
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2.7 手書きで文字を検索する
手書き入力で、書き込んだ文字の画数が多すぎるなど、正しく認識されない場合、
手書き検索を利用します。

1. 入力パネルが表示されている状態で [ ▲ ] （入力セレクタ矢印） > 
[手書き検索] をタップします。

2. 入力ボックスに、スタイラスペンを使って検索したい文字を書き込みま
す。書き込みを進めていくにつれて、検索された文字が左側に表示され
ます。検索された文字が多い場合、スクロールバーを上下に動かしてく
ださい。

ヘルプウィンドウを表示します。

記号入力用パネルを表示します。

テキストボックスの中、または
カーソルの前にある文字を消去
します。

確定前の文字を取り消します。
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2.8 記号/絵文字/顔文字を入力する
登録されている記号/絵文字/顔文字を入力できます。

10キー（キーパッド）で入力する
1. 文字入力中に をタップします。

記号/絵文字/顔文字入力モードになり、最近使った記号/絵文字/顔文字が表示さ
れます。[▲]／[▼]（ページ切替矢印）をタップすると一覧が切り替わるので、目
的の文字を探してください。
記号/絵文字/顔文字の切り替えは、 をタップします。

記号一覧画面 絵文字一覧画面

顔文字一覧画面

ページ切替矢印
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2. 入力したい文字をタップします。
記号/絵文字/顔文字入力モードが終了し、タップした文字（記号/絵文字/顔文
字）が入力されます。

ヒント
･ または をタップすると、ページを切り替えることができます。
･ をタップすると、連続して記号/絵文字/顔文字を入力できます。
･ をタップすると、全角記号／半角記号を切り替えることができます。
･ をタップすると、入力を確定したり、改行することができます。
･ 文字入力画面に戻るには、 をタップします。
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キーボード（ローマ字/かな、ひらがな/カタカナ）で入力する
1. [顔/絵]をタップします。

顔文字/絵文字/記号パネルが表示されます。
[切替]をタップすると、顔文字→絵文字→全角記号→半角記号の順にパネルが切
り替わります。

2. 入力したい文字をタップします。
続けて複数の文字を入力することもできます。

3. [確定]をタップします。
顔文字/絵文字/記号パネルが閉じ、手順2でタップした文字が入力されます。
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2.9 メモを使って描画、手書き、ボイスメモの録音を行う
メモを使用すると、画面上に直接描画したり、文字を書いたり、手書きでメモ
を作成したりすることができます。ボイスメモを録音したり、録音をメモに追
加したりすることも可能です。
メモの詳細については、「6.6 メモ」（P.147）をご覧ください。

2.10 入力に関するオプション
入力方法に関する設定や、単語登録などを行うことができます。

1. 入力パネルが表示されている状態で [ ▲ ] （入力セレクタ矢印） > [設
定] をタップします。

2. [オプション] ボタンをタップすると、入力方法に関する設定を行えます。
･ 10キー入力、ひらがな/カタカナ、ローマ字/かな： 単語登録、登録した単語
の編集、予測変換機能（予測入力）の設定。
･ 手書き入力、手書き検索： 手書きに関するオプションの設定。
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3. [オプション] タブをタップすると、録音形式や既定ズームなどの設定を
行えます。

注意
･ 使用する機能やアプリケーションによっては、[英文の最初の文字を大文字にする]
の設定が機能しない場合があります。
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2.11 情報を検索する
My Documents フォルダまたは本機の内部ストレージに保存されたファイルや
その他のアイテムを検索することができます。ファイル名で検索したり、または
アイテムに含まれる単語で検索できます。たとえば、電子メール、メモ、仕事、ヘ
ルプなどに含まれる情報を検索できます。

ファイルやアイテムを検索する
1. [スタート] > [プログラム] > [検索] をタップします。
2. [検索] 欄で次のように入力します。

･ 検索したいファイルの名前、単語、その他の情報を入力します。
･ 下矢印アイコン (▼) をタップし、検索履歴の中からどれか1つを選択します。

3. [種類] 欄で下矢印アイコン (▼) をタップし、リストからデータタイプ
を選択すると、検索を絞り込むことができます。

4. [検索] をタップします。「My Documents」 フォルダとサブフォルダ
の中で条件と一致するファイルの検索が始まります。

5. [結果] リストでアイテムをタップすると、そのアイテムを開くことがで
きます。

ヒント
･ 内部ストレージに保存されているファイルは、名前の隣に 記号が表示されま
す。
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